「Ｒ３前期 学校評価アンケート」結果と分析・方向性
京都市立桃陵中学校

[bookmark: _GoBack]★資料を参照してください。　
★「よく出来ている」「出来ている」の割合の合計を中心に分析しています。
★今回の学校評価アンケートが前回の（Ｒ２後期）と特徴的な変化があるものと，追加分をとり上げています。
　　
０．今回の「変更点（追加・一部変更・削除）」　　※生徒・保護者・教職員，ほぼ同じ内容です。
	＜追加項目＞　　※今回より追加
1-16　「読書習慣がついていると思いますか。」
1-17　「学校で知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の3つの資質能力を身につけられていると思いますか。」
1-18　「GIGAスクール構想のもと，授業でICTを使い，自分の情報活用能力を高めていると思いますか。」
＜一部変更＞　　※「健康のことを考えたか」から変更
１－８　 「健康的で規則正しい生活を送ることができていると思いますか。」
＜削除項目＞　　※今回より削除（他の質問に近い内容があるので）
〇「自分の力で物事を考え，しっかりと判断できていますか。」
　　　　〇「自分の思いを相手にしっかりと伝えることができていますか。」


　　
１．「確かな学力の育成」に関する項目　
	＜家庭学習＞　１－３ 「家庭で毎日の予習や復習に努力していると思いますか。」
→生徒は大きく上がり保護者も少し上がっているが，教職員は少し下がっている。
＜進　　　　路＞　１－９　「家庭で進路や将来のことについて考える機会が持てていると思いますか。」
→生徒・保護者・教職員とも，少し下がっている。
＜読書習慣＞　1-16　「読書習慣がついていると思いますか。」
→「よく出来ている」「出来ている」の合計は，生徒９３％保護者４７％教職員８９％。 


●分析・方向性
・「家庭学習」については，家庭と教職員とにとらえ方の違いがあります。家庭では「家庭学習」は取り組めているが，教職員は学習方法や内容に課題があると考えています。「家庭学習」では“予習・復習をより具体的に示すこと”“魅力ある課題にすること”で，さらなる改善を図っていきます。
　　・「進路」については，進路担当を中心に“進路保護者会”などで，進路指導に関する情報の発信をしていきます。また，昨年度よりスタートした“生き方探究パスポート（自身の変容や成長を自己評価できるような工夫されたまとめのこと）”を活用して，進路に関する意識を向上させていきたいと考えています。
　　・「読書習慣」については，保護者としては，もっと読書してほしいとの願いを見てとれます。毎朝「朝読書」を実施していますが，その取組以外でも読書する生徒を育んでいきます。

２．「豊かな心の育成」に関する項目
	＜思いやり＞　１－１４　「人を思いやる言動がとれていると思いますか。」
→保護者はほぼ同じだが，生徒・教職員は大きく上がっている。 
＜道徳教育＞１－１５　「道徳の授業で考えたことなどが生活に役立っていると思いますか。」
→生徒は下がり，保護者はほぼ同じ，教職員は少し上がっている。


●分析・方向性
　　　　　　　　・「思いやり」については，校内での様々な活動の中で，人を思いやれる行動をとれていることが多くなってきています。そのことが家庭でも地域でもできるようにさらに伸ばしていきたいと考えます。
・「道徳教育」については，生徒と教職員とにとらえ方の違いがあります。一昨年度より，その評価が本人・保護者へ学期末の通知表で知らせることになっています。道徳の授業で身につけたことが行動できたり，実践でき　たりできるように，様々な場面を人権教育ととらえて教育活動を進めていきます。



３．「健やかな体の育成」に関する項目
	＜健康教育＞　１－８　「健康的で規則正しい生活を送ることができていると思いますか。」
→「よく出来ている」「出来ている」の合計は，生徒７４％保護者７４％教職員１００％。 


●分析・方向性
　　・「健康教育」については，昨年は「健康のことを考えたか」今年は「規則正しい生活か」と質問しているので，比較できませんが，コロナ禍の中，教職員としては生徒が規則的な生活を送れるように環境づくりをしています。生徒・保護者にとっては，コロナを含め様々なことに不安を感じながら過ごしていると考えます。今後も養護教諭を中心に一人ひとりを大切にする教育活動を進めていきます。

４．「新学習指導要領」「GIGAスクール構想」に関する項目
	＜新学習指導要領＞
　　　　　　　　１－１７　「学校で知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の３つの資質能力を身につけられていると思いますか。」
→「よく出来ている」「出来ている」の合計は，生徒７７％保護者６６％教職員８５％。  
＜GIGAスクール構想＞
　1-18　「GIGAスクール構想のもと，授業でICTを使い，自分の情報活用能力を高めていると思いますか。」
→「よく出来ている」「出来ている」の合計は，生徒８３％保護者６１％教職員７７％。


●分析・方向性
　　・「新学習指導要領」については，教職員にとっては２，３年前より準備していることなので，その割合は高いです。生徒・保護者にとっては，今年からのことなので，まだ十分には伝わっていないと見受けられます。これからも
　　　　“学校だよりや学校ホームページ”で積極的に発信していきます。
　　・「GIGAスクール構想」については，生徒は毎日のように授業の中でＧＩＧＡ端末を利用するので，実感があります。保護者・教職員にとっては持ち帰りも少ないので，この結果であると考えます。これからもＧＩＧＡ端末を使うことで，今までより効率的・効果的な授業になるように研究・実践を進めていきます。

５．「その他」の項目
	＜地域貢献＞　１－１２　「積極的に地域の手伝いをするなど，地域の活動に貢献していると思いますか。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→生徒は大きく下がり，保護者・教職員も少し下がっている。


 　●分析・方向性
　　・「地域貢献」については，地域行事が昨年後期よりさらに減っているためだと考えられます。コロナ禍の中なので，この部分は“家庭や学級に貢献する生徒”を育みたいと考えています。

＜自由記述より(一部)＞　　
　　〇生徒より
・いつも楽しいです。　　　・イベントなどがよくできている。　　　・生徒の意見をもう少し反映させてほしい。
・コロナ対策が不十分な部分があるように感じる。みんなで徹底する意識をもちたい。
　　　　・施設の改装などをもっとよくなることを待っています。　など
　　〇保護者より
　　　　・コロナ禍で大変な中，充実した学校生活を送らせようとしてもらい感謝しています。
　　　　・朝読書の取り組みは，ありがたいです。　　　・部活動の取り組みが消極的で残念です。
　　　　・もっと生徒の声を聴いてやってほしい，と思います。　
・学校にも来校できていない中でのこのようなアンケートは，回答に困ることもありました。　など
　　〇教職員より
　　　　・ソーシャルディスタンスはとりますが，チーム桃陵中として頑張っていきたい。
　　　　・生徒のあいさつや言葉遣いなど感心します。この桃陵中学校でいろいろな力が身につく教育活動を実践していきたい。　など

貴重な意見をありがとうございました。真摯に受け止め改善していきます。生徒・保護者・教職員・地域の方々の要望も取り入れ,桃陵中学校も少しずつ変化していきます。その変化に対しても意見をいただきながら，前を向いて進んでいこうと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
